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	応用
	抗原情報
	背景
	IRAK2は、刺激を受けるとインターロイキン-1受容体（IL1R）と会合する2つの推定セリン/スレオニンキナーゼのうちの1つである、インターロイキン-1受容体関連キナーゼ2をコードします。IRAK2は、IL-1誘導性NF-κBの上方制御に関与することが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月],注意：活性部位残基であると予想される保存されたAspの代わりにAsn-335が存在します。この酵素は触媒的に不活性であることが示されています。,ドメイン：タンパク質キナーゼドメインは触媒的に不活性であると予測されます。,機能：IL-1の関与後にIL-1 I型受容体に結合し、転写の上方制御とmRNAの安定化につながる細胞内シグナル伝達カスケードを誘発します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 TKL Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。Pelleサブファミリー。,類似性：1つのデスドメインを含む。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：MYD88と相互作用する。IL-1刺激によりシグナル伝達複合体が形成され、PELI1の結合後にIL-1受容体から解離する。,組織特異性：脾臓、胸腺、前立腺、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓、末梢血白血球に発現する。,
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	アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;神経栄養因子;
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	1：2000に希釈したIRAK-2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：2000に希釈したIRAK-2ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

